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新型コロナウイルスのオミクロン株の派生型「ＢＡ・５」などで感染が急拡大した「第７

波」による８月の死者数は２８２人となり、「第６波」が押し寄せた２月の２５５人を上

回った。オミクロン株は重症化しにくいとされるが、高齢者施設や医療機関でクラスター

（感染者集団）が多発したことが背景にあるとみられ、専門家は「高齢者は基礎疾患を抱

える人が多く、新型コロナが直接の死因とせずに亡くなる人が多い」と分析する。 

道の資料によると、２０２２年１月から続いた第６波の死亡報告は１月に２７人だった。

ところが、２月に２５５人と急増。３月も１７５人の死亡報告があった。 

 一方、第７波は７月中旬に新規感染者数が増え始め、過去最多の感染者を記録する日が

８月中旬まで続いた。感染者の急増に伴い、死者数も増加。死亡報告は７月に４３人だっ

たものの、８月に２８２人となり、第６波のピークだった２月を上回った。死者の大半は

６０代以上の高齢者だった。 

 ８月は、１日の死者数が２桁となる日が１３日あった。一方、重症者が１０人を超える

日が１日もなかった。死亡に至った経緯について、道は公表していないが、札幌医科大の

横田伸一教授（微生物学）は「重症と診断される前に亡くなっている人が多い可能性があ

る。多くの高齢者は何かしらの持病があり、それが悪化して、死に至るケースが増えてい

るのでないか」と推察する。 

 第７波の新規感染者を年代別で見ると、７月１４日時点で、３０代以下が６４・３％に

対して６０代以上が１２・６％だった。ただし、８月３０日時点でみると、３０代以下が

５４・０％に対して６０代以上が１８・９％と、高齢者が占める割合が高くなっている。

８月下旬以降、新規感染者は減少傾向にあるが、道は「高齢者は重症化しやすく、高齢者

や基礎疾患のある人に会う場合は、基本的な感染防止行動を徹底してほしい」と呼びかけ

る。【米山淳】 

 


